
有機水稲-除草機使わない有機栽培 

実践圃場見学のご案内 in茨城県 
「農産発酵こつぶっこ」、「ボタニカルガーデン」の表層施用で、除草機なしで雑草対策実践！ 

 

令和 8 年 6 月吉日 

お客様各位 

 

「農産発酵こつぶっこ」、「ボタニカルガーデン」による雑草抑草圃場見学について 

 

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、2050 年を目途に耕地面積に占める有機農業の取組面積の割合を 25％にする方針を国が固めまし

た。有機水稲に挑戦していく際に大きな課題となるのが「雑草」問題です。 

大和肥料では「雑草」に対して、慣行栽培と大きく変わらない効率的な方法で対応しています。 

①田植同時施肥にて表層へ肥料を散布→②肥料の分解により酸素が奪われ田が還元状態へ→ 

③表層の還元層により表層発芽の雑草が根を張りづらい→④その間に稲が根を張り雑草に勝つ。 

このような雑草抑草対策を 20 年以上実践しています。 

魚粉発酵ペレットの「農産発酵こつぶっこ」を活用した抑草対策や、今年から新たな製品として植物由

来ペレットの「ボタニカルガーデン」を使って全国の大規模農家さんでも有機稲作を実践されています。 

2025 年には愛知県試験場にてこつぶっこ表層施用で「雑草少ない」という結果も出ております。 

■こつぶっこ勉強会の開催履歴 

2021 年 7 月滋賀県東近江市 

2022 年 7 月新潟県中魚沼市 

2023 年 7 月愛知県豊田市、愛知県大府市 

2024 年 7 月新潟県南魚沼市 

2025 年７月新潟県南魚沼市 

2026 年３月愛知県東郷町、７月山形県酒田市、７月茨城県笠間市 

 今回は茨城県笠間市の穂垂ル里山農場㈱ 生駒様にご協力をいただき、勉強会と実践圃

場の見学会を開催いたします。生駒様は「農産発酵こつぶっこ」と「ボタニカルガーデン」の両方を使わ

れている実践者です。この機会に奮ってご参加いただきますようお願いいたします。 

お申込みは裏面の申込書をご記入後にＦＡＸ又はメール送信お願いいたします。 

 ご都合により勉強会に参加できない方も、大和肥料ホームページにこつぶっこ抑草原理、全国事例等載

せておりますので下記ＱＲコードよりご確認ください。 

 

 

 

 
①水田抑草原理 ②水田抑草全国事例 ③2025 年愛知県試験場結果 



    茨城県笠間市勉強会申込書（申込期限：7／7 火曜日） 

1、日時 令和 8 年 7 月 15 日（水曜日） 13：30～16：30 

     ※雨天決行予定。台風等の悪天候の場合、参加お申込いただいている方へ変更中止のご連絡いたします。 

 

2、会場名 地域交流センターいわま 談話室 

住所 〒319-0202 茨城県笠間市下郷 4438 番地 7 

定員 約 40 名 駐車場：あり 参加費：無料 

 

3、スケジュール 

 13：00～13：30 受付（名刺交換にて出欠確認） 

 13：30～15：00 水田抑草対策の①原理原則、②全国の事例紹介、③生駒様のご感想 

 15：00～15：15 穂垂ル里山農場様の駐車場へ車移動。 

 15：15～15：30 駐車場から圃場へ歩き移動。 

15：30～16：30 圃場見学、生駒様より圃場と施肥の説明。 

 16：30 解散  （田んぼにて集合写真撮影、早く終わった場合早め解散） 

 18：30 夜食事会 「さんてす」 茨城県笠間市泉 2366-1  0299-45-5929 

１人約 6,000 円（食事代お酒代込み）※会場変更の場合は参加申込の方々へご連絡致します。 

          ※食事会参加される方は人数を記入→     人 

 4、出席者情報 

 

法人名（複数名来られる場合、全員の氏名とフリガナをご記入ください。 

氏名 

 

 

 

 
 

 〒 

住所 

電話番号 and ファックス番号 

  

  5、その他 

    ・時期的に猛暑が予想されます。水分補給や帽子などの厚さ対策をご準備ください。 

↓大和肥料へ FAX 06-6499-6829↓ 
大和肥料㈱ 兵庫県尼崎市浜 1-2-30 TEL06-6499-6826 info@daiwa-ism.com 

mailto:info@daiwa-ism.com

